



(2015 年 1 月 21 日 提出） 
 
1 審査委員氏名     佐  竹  隆  幸 
 
            鳥  邊  晋  司 
 
            井  内  善  臣 
 
2 提出者氏名      中  澤  孝  夫 
 
3 論   題      中小企業の経営革新とグローバル化 





























第１章 海外進出に必要なこと グローバル化の最前線から 
第 2 章 競争力の強化とビジネスチャンスの追求 
第 3 章 「産業空洞化論」のウソ 東アジアと日本の中小企業 
第 4 章 「脱工業化社会論」批判 
第 5 章 人はどのように育つのか 
第 6 章 ブランド化する地場産業 
第 7 章 中小企業の未来へ 
 
第二部 中小企業の底力 
第 8 章 よい会社の条件とは何か 
第 9 章 グローバル時代の人材育成 東研サーモテックとタイ・味の素 
第 10 章 日本の中小企業の競争力 デンソーと OEI グループ 
第 11 章 コアをもつ、知恵を集める 
第 12 章 すぐれた組織のつくり方 ナカキン 
第 13 章 人材育成は自分でする 東京ダイス、金森製作所 
第 14 章 創業 100 年を超える企業の挑戦 坂本重工、住野工業 
第 15 章 中所得国のワナ ヤマウチ 
第 16 章 グローバル化にも強い中小企業 東陽工業 






































































































第 9 章では、第 1 章で紹介された、熱処理のメーカー・東研サーモテックと、大企業で
あるタイ・味の素の人事制度との比較検討が行われている。本章では、いわゆる日本的経
営の一環としての、長期継続雇用による社内での職務・職階級などによって、職能要件に











































































内マーケットの縮小と海外事業展開の意義について論じている。1980 年には 640 万台が生

















































 第 2 の意義は、中小企業政策の用語である「経営革新」を具体的に再定義した点である。
いわゆるイノベーションといわれる概念には、プロダクト･イノベーションとプロセス･イ





















































 しかし本論文は、長期にわたる、国内と ASEAN を中心としたグローバルな「場」での
聞き取り調査を中心とした事例研究としてまとめられており、従来の理論的知見を踏襲し
つつも、筆者が蓄積してきたネットワークを最大限に活用し、独自の分析方法を切り開い
た点は大いに評価されるべきである。さらには、多数の著作にみられる業績の厚みは圧倒
的であり、筆者が新たな視点で理論的、実証的、政策的視点から研究を展開されることを
深く願うものである。 
 
6 判定 
 
 本論文の貢献および所定の試験の成績を考慮して、本論文の提出者が博士(経営学)の学位
を授与されるのに十分な資格をもつものと判定する。 
